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HKG       Yu Yik Lam NikKi

I began judo when I was six years old for a simple reason: 

my neighbor’s child wanted to start, and I went with him so 

he wouldn’t have to go alone. We joined a Police Junior Club 

for kids. He stopped after about six months, but I continued 

because I enjoyed the structure of training, the discipline, and 

the steady feeling of improvement.

A major turning point was when my sensei brought a group of 

us—children through teenagers—to the Kodokan for one week 

of training. I was in awe of the atmosphere, tradition, and level 

of practice, and I realized judo could be something lifelong.

Unfortunately, I stopped judo for about ten years in my 20s 

as work and other priorities took over. When I tried to return in my 30s, it was shockingly hard: timing and movement 

that used to feel natural became moments of “almost.” That difficulty taught me humility and changed how I define 

progress—rebuilding step by step, training smart, and staying consistent.

In Hong Kong, judo feels community-based and often kids-

oriented, roughly from age 6 to 18. Many clubs train 1–3 times 

a week and keep it enjoyable so students stay engaged. For 

kids, it builds discipline through etiquette, safety, and steady 

improvement; for adults, it can be stress relief and a place to 

reset mentally while training seriously but safely.

I practice at Koyukan Judo Club in Hong Kong. The dojo was 

opened by Japanese members from the former Hong Kong 

Judokan at Causeway Bay Sogo after it closed in 2022 with the 

passing of Iwami Sensei. The aim is to continue his legacy—

he always said, “To continue is power”—and to provide a 

home away from home for Japanese and non-Japanese in Hong Kong who want a judo family. That idea of continuing 

resonates with me, especially after my own long break.

The 2025 Japan Veterans International Judo Championships is especially meaningful to me, because it will be my 

6th or 7th time joining. Each time, I find it an inspiring event—not only because it is held in Japan, the birthplace of 

judo, but because the atmosphere encourages veterans judoka to challenge themselves with sincerity and respect. 

One memory that stays with me is the ‘never give up’ win by Sai-in Sensei two years ago at the Kodokan, when she 

competed against someone about 20 years younger than her. Everyone was moved by her judo and her match. Now 

that she has passed, that moment feels even more meaningful—it showed what veterans judo can represent at its 

best: courage, composure, and spirit—fighting until the end with dignity. She will be deeply missed, and the impact she 

had on so many people she touched throughout her life is irreplaceable.

I also appreciate the kata section. It is welcoming in a special way: none of us need to be national-level representatives 

to join, yet it still demands serious commitment. Kata is part of judo, not only shiai, and training for kata allows anyone 

to demonstrate hard work and accomplishment. Learning and presenting kata with a partner—someone equally 

dedicated along for the ride—is a meaningful challenge and a different kind of bonding.

Another unique highlight is the team competition, which does not exist in the IJF World Veterans format. Team 

matches create a special energy: you are not only fighting for yourself, but also supporting your teammates, sharing 

Kodokan visit as a kid

Koyukan Judo Club: Continuing 
Iwami Sensei's legacy
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皆
様
は
ど
な
た
も
一
度
は
ご
覧
に
な
っ
た
事
が
有
る
と
思
い
ま
す

が
、
講
道
館
で
は
毎
月
『
柔
道
』
と
い
う
月
刊
誌
を
発
行
し
て
お
り
ま

す
。
と
も
す
れ
ば
競
技
柔
道
に
偏
重
し
が
ち
な
メ
デ
ィ
ア
情
報
と
異
な

り
、
国
内
外
の
深
く
幅
広
い
『
柔
道
』
に
つ
い
て
の
記
事
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、
当
協
会
の
投
稿
も
頻
繁
に
採
用
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
当
協
会
作
成
「
柔
の
道
」
の
コ
ミ
ッ
ク
版
の
連
載
も
４
月
号
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
定
期
購
読
の
ご
検
討
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

定
期
購
読
（
半
年
分
３
５
４
０
円
、
一
年
分
７
０
８
０
円
）
の
申
し

込
み
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
行
え
ま
す
。（
お
申
し
込
み
は
４
月
号
以

降
と
な
り
ま
す
）

①https://x.gd/N
FB
82

　

ま
た
、
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
記
事
「
柔
道
技
史
攷
」
の
試
し
読
み
が

出
来
ま
す
。

②https://x.gd/zigK
I

※
①
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
月
刊「
柔
道
」講
読
申
込
書
ペ
ー

ジ
に
飛
び
ま
す
。ま
た
、②
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、新
連
載
「
柔

道
技
史
攷
」
の
試
し
読
み
の
ペ
ー
ジ
に
飛
び
ま
す
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。

月
刊「
柔
道
」に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、講
道
館
編
輯
部
へ
ど
う
ぞ
。

電
話
：
０
３-

３
８
１
８-

４
１
９
１

e-m
ail

：henshu@
kodokan.org

�

日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
協
会

月刊『柔道』の表紙

４月号から「嘉納治五郎伝『柔の道』」の連載が始まります。

講
道
館
発
行
、月
刊『
柔
道
』購
読
の
お
薦
め
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§
道
場
紹
介
§

　
◇
花　

巻　

道　

場
◇

　

―
２
０
２
６
年
１
月　

　

全
柔
連
の
少
年
少
女
柔
道
普
及
基
金
か
ら

　

表
彰
さ
れ
る

岩
手
県　

館
長　

佐
々
木　

安
廣

（
Ｍ
10
・
66
㎏
級
）

　

花
巻
市
は
、
岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
北
新

幹
線
・
東
北
自
動
車
道
の
他
、
花
巻
空
港
を
有
し
地
方
の

小
都
市
と
し
て
は
ア
ク
セ
ス
し
易
い
所
で
、
花
巻
温
泉
や

詩
人
宮
沢
賢
治
の
故
郷
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
所
で
あ

る
。

　
「
花
巻
道
場
」
は
、
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
か
ら
徒
歩
５
分
の
街

中
で
、
父
が
昭
和
30
年
、
実
家
に
併
設
し
て
建
て
た
木
造

平
屋
70
畳
の
小
さ
な
町
道
場
で
あ
る
。
私
は
、
そ
こ
で
生

ま
れ
育
ち
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
徒
歩
で
学
校
に
通
い
、

大
学
に
は
電
車
で
通
学
を
し
た
。
大
学
卒
業
後
も
花
巻
市

内
の
大
学
に
就
職
し
た
た
め
そ
の
ま
ま
実
家
か
ら
通
勤

し
、
定
年
退
職
後
も
自
宅
で
花
巻
道
場
の
師
範
と
し
て
柔

道
指
導
を
続
け
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

私
が
小
学
１
年
生
の
時
に
道
場
が
完
成
し
、
そ
の
落
成

式
に
、
岩
手
県
ゆ
か
り
の
三
船
久
蔵
先
生
が
ご
来
訪
さ
れ

た
。
そ
の
際
に
、本
道
場
を「
花
巻
道
場
」と
命
名
さ
れ
て
、

大
勢
の
出
席
者
の
前
で
「
花
巻
道
場
」
の
看
板
と
先
生
の

モ
ッ
ト
ー
と
さ
れ
て
い
る
「
一
機
一
瞬
起
行
」
の
掛
け
軸

を
書
い
て
本
道
場
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
こ
と

を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
我
が
道
場

の
宝
物
と
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
50
年
に
花
巻
市
立
武
徳
殿
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の

20
年
間
に
渡
り
、
花
巻
道
場
は
花
巻
地
区
の
、
柔
道
活
動
の

拠
点
の
場
と
し
て
の
役
目
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
後
は
、
公

の
活
動
は
武
徳
殿
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
道
場
は
そ
の
ま

ま
市
民
の
柔
道
の
場
と
し
て
継
続
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

私
は
、
こ
の
道
場
の
お
陰
で
６
歳
か
ら
柔
道
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
、
以
来
、
現
在
ま
で
柔
道
の
恩
恵
を
受
け
て

人
生
を
歩
ん
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
。
道
場
を
造
り
、
私

に
対
し
て
柔
道
を
決
し
て
強
制
せ
ず
、
自
由
に
取
り
組
ま

せ
て
く
れ
た
父
に
感
謝
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

先
日
（
Ｒ
８
・
１
・
30
付
）、
本
道
場
の
花
巻
柔
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
永
年
の
柔
道
活
動
が
認
め
ら
れ
、
全
柔
連
よ

り
少
年
少
女
柔
道
普
及
振
興
基
金
の
表
彰
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
柔
道
を
通
し
た
人
間
教
育
活
動

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
誠
に
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
私
ご
と
で
あ
る
が
、
２
０
１
９
世
界
ベ
テ
ラ
ン

ズ
優
勝
（
Ｍ
９
・
66
級
）、
２
０
２
５
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
優

勝
（
Ｍ
10
・
66
級
）
す
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
７
年
10
月

に
は
講
道
館
よ
り
全
国
柔
道
高
段
者
大
会
40
回
出
場
表
彰

を
戴
く
こ
と
が
出
来
た
の
は
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
あ
る
。

　

関
係
す
る
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
し
、
今
後
も
、
で
き

う
る
限
り
の
努
力
を
重
ね
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三船久三十段より寄贈された
道場の看板と掛け軸

少年達の稽古風景

全柔連から贈られた表彰状

道場の皆んなと（最後列の真ん中が筆者）
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§
道
場
紹
介
§

　
◇
西
宮
柔
道
教
室
◇

　

１
０
０
畳
ほ
ど
の
道
場
に
、

　

50
名
ほ
ど
の
小
中
学
生
、

　

一
般
の
青
年
が
稽
古
に
励
む

兵
庫
県
西
宮
市　

宮
本　

利
幸

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
兵
庫
県
西
宮
市
で
柔
道
活

動
を
し
て
い
る
西
宮
柔
道
教
室
の
宮
本
利
幸
と
申
し
ま

す
。

　

丸
の
内
柔
道
倶
楽
部
に
所
属
さ
れ
、
現
在
、
西
宮
柔
道

教
室
に
て
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
南
先
生
か
ら
ご

縁
を
い
た
だ
き
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
初
に
、
私
の
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
昭
和
41
年
３
月
に
兵
庫
県
西
宮
市
で
生
ま
れ
、
現

在
に
至
る
ま
で
西
宮
市
で
生
活
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

西
宮
市
役
所
へ
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
あ
と
数
年
で
退

職
と
な
り
ま
す
。
柔
道
は
、
小
学
３
年
の
時
に
体
が
小
さ

く
弱
か
っ
た
私
を
少
し
で
も
鍛
え
た
い
と
い
う
両
親
の
願

い
も
あ
り
、
西
宮
柔
道
教
室
に
入
門
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
の
修
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
も
う
50
年
間
道
場
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
私
も

年
頃
の
20
歳
か
ら
25
歳
ま
で
は
柔
道
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

ま
し
た
。
25
歳
の
時
、
市
内
で
偶
然
に
道
場
に
て
ご
指
導

い
た
だ
い
た
先
生
と
お
会
い
し
た
際
、
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら
し

た
姿
を
見
て
心
配
に
な
っ
た
の
か
「
道
場
へ
来
な
さ
い
」

と
お
声
か
け
を
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
柔
道
の
稽
古
を
再

開
し
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

　

稽
古
を
再
開
し
た
当
時
、
南
先
生
に
ご
指
導
を
い
た
だ

き
、
稽
古
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昇
段
試
験
実
技

審
査
の
際
、
審
判
を
し
て
い
た
だ
い
こ
と
は
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。

《
西
宮
柔
道
教
室
の
ご
紹
介
》

　

西
宮
柔
道
教
室
は
、
私
が
柔
道
修
行
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
西
宮
市
柔
道
協
会
が
、
地
域
貢
献
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
青
少
年
健
全
育
成
及
び
柔
道
愛
好
家

の
交
流
の
場
を
目
的
に
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
週
３
回
、

火
曜
、
木
曜
、
土
曜
日
に
小
学
生
か
ら
一
般
成
人
ま
で
が

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

便
宜
上
、
私
が
代
表
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

私
の
道
場
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
問
い
合
わ
せ
先
と
い

う
意
味
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
も
会
費
を
支
払
い
柔
道

愛
好
家
の
一
人
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
稽
古
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

昭
和
19
年
に
西
宮
市
に
お
い
て
武
徳
殿
が
建
設
さ
れ
、

尚
武
会
と
い
う
柔
道
の
道
場
が
開
設
さ
れ
た
と
聞
い
て
お

り
、
西
宮
柔
道
教
室
の
前
身
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
23
年
に
西
宮
体
育
協
会
が
設
立
し
、
こ

れ
を
受
け
尚
武
会
な
ど
の
市
内
の
柔
道
愛
好
家
有
志
に
よ

り
昭
和
24
年
に
西
宮
市
柔
道
協
会
が
発
足
し
、
西
宮
市
体

育
協
会
へ
加
入
し
ま
し
た
。
武
徳
殿
の
廃
止
や
、
昭
和
45

年
に
西
宮
市
立
武
道
場
が
完
成
し
た
こ
と
を
受
け
、
市
協

会
は
市
立
武
道
場
に
て
青
少
年
の
健
全
育
成
や
柔
道
愛
好

家
の
交
流
を
目
的
に
西
宮
柔
道
教
室
を
開
始
し
ま
し
た
。

教
室
の
指
導
方
針
は
、
代
々
の
先
生
方
か
ら
口
伝
に
て
現

在
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、「
幹
を
し
っ
か
り
持
ち
、
そ
こ
か
ら
枝
葉
を

の
ば
し
な
さ
い
」
と
い
う
方
針
で
す
。
こ
れ
は
柔
道
の
技

に
限
ら
ず
、
人
と
し
て
の
生
き
方
や
考
え
方
に
も
及
ぶ
精

神
で
す
。
技
の
稽
古
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
技
を
徹
底
的

に
稽
古
、
習
得
し
、
そ
こ
か
ら
他
の
技
を
派
生
さ
せ
て
稽

古
す
る
こ
と
で
「
自
身
を
養
う
」「
多
彩
な
技
や
体
捌
き

の
習
得
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
道
場
を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
」

で
す
。
ど
こ
の
団
体
も
課
題
と
し
て
柔
道
人
口
の
減
少
問

題
や
指
導
者
の
継
続
に
つ
い
て
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
先
輩
の
諸
先
生
方
は
、
事
あ
る
ご
と
に
「
自
分
も

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
道
場
を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
も

柔
道
修
行
に
精
励
す
る
一
方
で
、
自
分
を
育
て
て
い
た
だ

い
た
「
道
場
」
を
、
柔
道
愛
好
家
の
居
場
所
と
し
て
継
続

す
る
た
め
に
後
輩
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

《
柔
道
修
行
の
目
的
》

　

柔
道
の
界
隈
で
は
、
昨
今
、「
勝
利
至
上
主
義
」
に
よ

る
指
導
方
法
や
試
合
場
で
の
関
係
者
の
振
る
舞
い
、
指
導

者
の
資
質
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
安
定
し
て
い
る
柔
道
少
年
少
女
へ

「
君
の
目
標
は
何
」
と
問
い
か
け
る
と
「
全
国
大
会
へ
出

場
し
て
日
本
一
に
な
り
た
い!

」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に

な
り
た
い
」
と
子
ど
も
た
ち
は
答
え
て
き
ま
す
。
厳
し
い

稽
古
に
耐
え
、
重
圧
を
は
ね
の
け
た
試
合
で
優
勝
を
勝
ち

取
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
私
も
、
大
き
な
大

会
で
入
賞
し
た
経
験
が
な
い
の
で
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で

す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
全
く
問
題
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
私
は
言
葉
を
添
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
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例
え
ば
、「
そ
の
目
標
を
達
成
し
た
後
は
ど
う
す
る
の
か
」

と
。
厳
密
に
い
う
と
、「
日
本
一
」
や
「
全
国
大
会
出
場
」

は
柔
道
修
行
の
一
つ
の
通
過
点
で
あ
り
、
そ
の
修
行
に
て

学
ん
だ
心
と
体
を
社
会
や
組
織
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
使

う
の
か
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、「
精
力
善
用
」
に
て
鍛
え
た
心
と
体
を
よ
い

こ
と
に
使
う
た
め
に
、
ま
た
、
自
分
だ
け
が
成
長
す
る
の

で
は
な
く
「
自
他
共
栄
」
の
精
神
で
仲
間
と
と
も
に
成
長

す
る
こ
と
へ
誘
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
優
勝
す
る
こ
と
・
勝
ち
抜
く
こ
と
」
が
悪
な
の
で
は

な
く
、「
優
勝
・
勝
ち
抜
く
」
と
と
も
に
「
柔
道
修
行
の

目
的
」
を
見
失
わ
ず
に
伝
え
る
こ
と
が
指
導
者
の
役
目
で

あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
柔
道
修
行
の
目
的
を
常
に
意

識
し
て
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
稽
古
を
行
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
指
導
員
と
し
て
の
活
動
中
に
忘
れ
ら
れ
な
い

出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

も
う
、
数
十
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
。
柔
道
教
室
で
指

導
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
際
、
と
も
に
稽
古
を
し
て
い

た
一
人
の
男
子
中
学
生
が
自
ら
天
国
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、「
な
ぜ
、
も
う
少
し
こ
う
し
て
接
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
か
」
と
反
省
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
今
か
ら
考
え
る
と
、彼
か
ら「
技
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
言
葉
以
外
に
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
う
ま
く
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
時
は
、
柔
道
を
通
し
て
何
を
学
ん
だ
の
だ
と
自
問

自
答
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

嘉
納
治
五
郎
師
範
は
、
柔
道
修
行
の
目
的
を
「
己
を
完

成
し
世
を
補
益
す
る
が
柔
道
修
行
の
究
極
の
目
的
で
あ

る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
的
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
身
も
自
覚
し

道
場
へ
赴
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
指
導
者
の
道
場
で
の

立
ち
居
振
る
舞
い
は
、
人
の
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
柔
道
修
行
を
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

尚
、
道
場
の
稽
古
風
景
等
の
写
真
を
、
こ
の
後
、
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
１
０
０
畳
ほ
ど
の
道
場
に
、
50
名
程
の
小
学
生
、

中
学
生
、
一
般
の
青
年
た
ち
が
、
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ

り
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
、
西
宮
市
で
は
、
幼
稚
園
生

の
子
供
達
に
柔
道
の
楽
し
み
を
伝
え
よ
う
と
、
週
に
一
回
、

女
子
の
専
門
家
を
採
用
、
か
な
り
人
気
が
あ
り
盛
況
で
、

参
加
者
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

叉
、
近
く
に
は
嘉
納
治
五
郎
師
範
の
生
誕
地
が
あ
り
、

柔
道
熱
も
高
く
道
場
も
多
く
、
柔
道
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。
更
に
、
ま
わ
り
に
は
外
人
の
柔
道
愛
好
家
も
多
く
住

ん
で
お
り
、
そ
の
伝
手
も
あ
り
、
度
々
、
フ
ラ
ン
ス
等
か

ら
の
修
行
者
が
来
訪
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
外
人
は
若

い
時
は
稽
古
を
す
る
が
、
60
歳
過
ぎ
て
い
く
と
隠
居
さ
れ

る
様
で
す
。

　

こ
の
地
域
で
も
、
日
本
人
も
、
60
歳
過
ぎ
る
と
な
か
な

か
稽
古
に
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
。
私
は
80
歳
前
し
て
若
者
相

手
で
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
体
育
館
、
武
道
館
が
、
５
年
後
の
完
成
目
処
に

進
ん
で
お
り
、
西
宮
市
は
益
々
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
く
感
じ
が
し
ま
す
。

�

（
南　

一
二
氏
ご
紹
介
）
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道
場
紹
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◇
名
古
屋
介
護
系
柔
道
部
◇

　

—

障
害
の
あ
る
方
も
含
め
て
全
て
の
人
に
柔
道
を

愛
知
県　

堀
内　

美
穂

（
Ｆ
６
・
57
㎏
）

鹿
児
島
大
会
／
個
人
戦
・
優
勝

　

私
が
通
っ
て
い
る
名
古
屋
介
護
系
柔
道
部
の
道
場
は
、

名
古
屋
の
熱
田
神
宮
の
近
く
に
あ
り
、
指
導
者
に
は
医
療

や
福
祉
の
仕
事
に
関
わ
る
方
が
多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。

通
常
の
稽
古
の
ほ
か
、
障
害
者
柔
道
、
ア
ン
チ
エ
ー
ジ
ン

グ
の
た
め
の
柔
道
、
高
齢
者
の
転
倒
予
防
な
ど
、
す
べ
て

の
人
に
柔
道
を
通
し
て
健
康
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
提
供

し
て
い
る
場
所
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

名
古
屋
介
護
系
柔
道
部
で
は
、
乱
捕
り
を
し
た
い
方
や

技
術
を
学
び
た
い
方
、
お
父
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
た
小
学
生
、

老
若
男
女
様
々
な
人
が
柔
道
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
他
県

か
ら
も
稽
古
に
参
加
さ
れ
る
方
も
み
え
ま
す
。「
一
度
来

れ
ば
、
皆
介
護
系
柔
道
部
員
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
、
誰
で
も
稽
古
に
参
加
で
き
る
雰
囲
気
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
介
護
系
柔
道
部
か
ら
地
域
の
柔
道
大
会
に
出

場
し
た
り
、
実
業
団
柔
道
大
会
に
出
場
し
た
り
し
て
、
挑

戦
す
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
や
パ
ラ
世
界
大
会
に
出
場
す
る
選
手
も
稽
古
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
者
柔
道
大
会
で
は
介
護
系
柔

道
部
の
竹
上
先
生
が
コ
ー
チ
と
し
て
同
行
し
て
い
ま
す
。

視
覚
障
害
を
も
つ
子
供
た
ち
も
時
々
練
習
に
訪
れ
、
支
援

を
受
け
て
一
生
懸
命
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
の
卵
た
ち
が
育
っ
て
い
く
の
が
楽
し
み
で

す
。

　

介
護
系
柔
道
部
で
は
、
そ
の
他
様
々
な
障
害
者
柔
道
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
知
的
障
害
や
場
面
緘

黙
、
ダ
ウ
ン
症
、
肢
体
不
自
由
な
ど
様
々
な
障
害
の
方
が

在
籍
し
て
お
り
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
目
標
の
方
、
大
会

の
出
場
を
目
的
に
し
た
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
沿
っ
て

稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

柔
道
は
畳
の
上
で
行
い
、
寝
返
り
四
つ
這
い
な
ど
の
発

達
を
促
す
動
作
も
で
き
ま
す
。
障
害
を
も
つ
方
々
の
運
動

と
し
て
は
、
と
て
も
良
い
効
果
を
期
待
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
相
手
と
組
ん
で
行
う
稽
古
は
、
言
葉
の
な
い
コ

ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
皆
柔
道
遊
び
な
ど
を
通
じ
て
、

無
理
な
く
楽
し
く
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
大
会
を
目
指
す

方
は
、
自
分
の
体
に
合
う
崩
し
方
や
技
を
稽
古
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
月
次
に
通
っ
て
黒
帯
を
と
っ
た
方
は
、
一
般
と

少
し
違
う
障
害
者
柔
道
の
ル
ー
ル
を
覚
え
て
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
大
会
は
、全
日
本
柔
道
連
盟
が
主
催
す
る
「
全

日
本
Ｉ
Ｄ
（
知
的
障
害
者
）
柔
道
大
会
」
と
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
（
Ｓ
Ｏ
Ｎ
）
が
主
催
す
る
大
会

が
あ
り
ま
す
。
11
月
に
行
わ
れ
た
Ｓ
Ｏ
Ｎ
愛
知
の
地
区
大

会
で
は
、
理
事
長
で
あ
る
平
岡
拓
晃
先
生
が
、
試
合
を
見

学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
会
出
場
と
い
う
目
標
を
も
っ
て

稽
古
し
、
大
会
で
は
勝
ち
負
け
の
試
合
だ
け
で
な
く
、
全

国
に
い
る
仲
間
と
再
会
し
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
介
護
系
柔
道
部
の
道
場
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
来

る
も
の
拒
ま
ず
誰
で
も
受
け
入
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
柔
道
を
し
て
き
た
強
い
方
か
ら
障
害
を
も
つ
方
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
人
が
柔
道
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
障
害
を
も
つ

と
行
動
範
囲
や
社
会
参
加
が
制
限
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
大

会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
人
と
関
わ
り
、
社

会
参
加
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
柔
道
を
心
か

ら
楽
し
み
、
自
分
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
で
あ

る
こ
の
道
場
を
、
こ
れ
か
ら
も
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い

で
す
。

前列左端が筆者
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今
回
か
ら
こ
の
会
報
は
、
電
子

ブ
ッ
ク
の
み
の
発
行
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
電
子
ブ
ッ
ク
は
ス
マ
ホ

か
ら
も
見
ら
れ
る
の
で
、
是
非
ア

ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
回
の
原
稿
集
め
は
、

こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
効
果
な
の

か
、
投
稿
の
お
願
い
文
を
郵
送
し

た
だ
け
で
、
40
件
ほ
ど
の
原
稿
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

団
体
戦
の
参
加
者
の
人
々
の
声

は
、
戦
い
の
余
韻
を
感
じ
さ
せ
、

団
体
戦
が
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
を
盛

り
上
げ
る
大
事
な
も
の
で
あ
る
こ

と
物
語
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

５
回
、
10
回
出
場
表
彰
の
受
賞
者

は
、
今
後
も
出
場
を
続
け
た
い
と

い
う
意
向
を
多
く
の
方
が
語
っ
て

お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
と
こ
ろ
目
立
っ
て

き
た
、
初
参
加
の
選
手
に
よ
る
優

勝
、
準
優
勝
の
感
想
は
、
こ
の
大

会
が
、
実
業
団
な
ど
の
選
手
を
し

て
い
た
方
々
の
引
退
後
の
受
け
皿

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
ま

し
た
。

次
に
、
２
０
２
５
年
パ
リ
世
界

ベ
テ
ラ
ン
ズ
大
会
参
加
者
の
う

ち
、
優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
の
方
々

の
報
告
が
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
道
場
紹
介
に
も
３
名
の

方
か
ら
紹
介
文
と
写
真
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
は
、
５
回
表
彰
受

賞
者
の
中
に
、
香
港
在
住
の

N
ikki

さ
ん
が
長
文
の
投
稿
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
投
稿
文
の

翻
訳
を
い
つ
も
は
、
坂
東
監
事
に

お
願
い
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今

回
は
自
分
で
や
っ
て
見
よ
う
と
思

い
立
ち
。
悪
銭
苦
闘
の
す
え
、
何

と
か
日
本
語
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
生
涯
柔
道
に
つ
い
て
の

示
唆
に
富
む
内
容
で
す
の
で
、
是

非
お
読
み
く
だ
さ
い
。
原
文
も
載

せ
ま
す
の
で
、
誤
訳
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
是
非
ご
指
摘
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
の
埼
玉
県

立
武
道
場
で
の
健
闘
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

（
西
谷　

博
一
）

２
０
２
５
年
パ
リ
世
界
ベ
テ
ラ
ン
ズ
柔
道
大
会
の
会
場
の
様
子




